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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＤＶＤ用の光ディスク装置に比べて開口数ＮＡが高い光学系を採用する光ディスク装置
において、
　光ビームを生成する光源と、
　前記光ビームを集束させる対物レンズと、
　光ディスクに対して前記対物レンズを移動させるアクチュエータと、
　前記光ディスクの情報記録層上における前記光ビームの集束状態に対応したフォーカス
エラー信号を生成する集束状態検出手段と、
　前記光ディスクの情報記録層に対する前記光ビームの目標焦点位置を示す焦点位置情報
を、再生モードと記録モードとで変更する焦点位置変更手段と、
　回路オフセットを相殺するための前記再生モードまたは前記記録モード用のオフセット
を、前記フォーカスエラー信号に与える回路オフセット除去部と、
　前記焦点位置情報と前記フォーカスエラー信号に基づいて、前記光ビームの焦点位置を
前記目標焦点位置に調節するように前記アクチュエータの動作を制御するフォーカス制御
手段と、
を備え、
　前記光ビームの目標焦点位置は、前記再生モードにおける第１目標焦点位置および前記
記録モードにおける第２目標焦点位置を含み、
　前記フォーカス制御手段は、前記光ディスクの情報記録層に対する前記光ビームの焦点
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位置を、前記再生モードにおいては前記第１目標焦点位置に調節し、前記記録モードにお
いては前記第１目標焦点位置とは異なる第２目標焦点位置に調節する、光ディスク装置。
【請求項２】
　前記光ディスクの情報記録層に対する前記第２目標焦点位置は、前記第１目標焦点位置
よりも前記光ディスクの光入射側表面に近い、請求項１に記載の光ディスク装置。
【請求項３】
　前記再生モードと前記記録モードとの間の切り替えに応じて前記目標焦点位置の変更を
行なうとき、前記目標焦点位置の変更を行ってから所定時間経過後に、前記光ビームの光
量を切り替える、請求項１に記載の光ディスク装置。
【請求項４】
　前記焦点位置変更手段は、第１目標焦点位置を保存する第１保存部と、前記第２目標焦
点位置に対する第１目標焦点位置の第１差分量を保存する第２保存部とを備え、
　前記再生モードの焦点位置情報を出力するとき、前記第１目標焦点位置を出力し、前記
記録モードの焦点位置情報を出力するとき、前記第１目標焦点位置に前記第１差分量を加
算して出力する、請求項１に記載の光ディスク装置。
【請求項５】
　前記焦点位置変更手段は、消去モードの焦点位置に対する第１目標焦点位置の第２差分
量を保存する第３保存部を更に備え、
　前記消去モードの焦点位置情報を出力するとき、前記第１目標焦点位置に前記第２差分
量を加算して出力する、請求項４に記載の光ディスク装置。
【請求項６】
　前記焦点位置変更手段は、ユーザが選択した光ディスクに応じて前記焦点位置情報を更
新する、請求項１に記載の光ディスク装置。
【請求項７】
　前記焦点位置情報の更新は、前記光ディスクに記録されているデータに基づいて行う、
請求項６に記載の光ディスク装置。
【請求項８】
　前記焦点位置情報の更新は、光ディスク以外のメモリに記録されているデータに基づい
て行う、請求項６に記載の光ディスク装置。
【請求項９】
　前記焦点位置変更手段は、光ディスクに応じて予め決定された値を用いて、記録モード
における前記光ビームの目標焦点位置を決定する、請求項１に記載の光ディスク装置。
【請求項１０】
　前記光ディスクに応じて予め決定された値は、前記第１目標焦点位置と前記第２目標焦
点位置との間の差分量を示す、請求項９に記載の光ディスク装置。
【請求項１１】
　前記目標焦点位置を学習によって決定する請求項１に記載の光ディスク装置。

                                                                        
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光ディスク装置およびその駆動方法に関し、特に光ディスク装置のフォーカ
ス制御に関する。
【背景技術】
【０００２】
　光ディスクに記録されているデータは、比較的弱い一定光量の光ビームを回転する光デ
ィスクに照射し、光ディスクによって変調された反射光を検出することによって再生され
る。
【０００３】
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　再生専用の光ディスクには、光ディスクの製造段階でピットによる情報が予めスパイラ
ル状に記録されている。これに対して、書き換え可能な光ディスクでは、スパイラル状の
ランドまたはグルーブを有するトラックが形成された基材表面に、光学的にデータの記録
／再生が可能な記録材料膜が蒸着等の方法によって堆積されている。書き換え可能な光デ
ィスクにデータを記録する場合は、記録すべきデータに応じて光量を変調した光ビームを
光ディスクに照射し、それによって記録材料膜の特性を局所的に変化させることによって
データの書き込みを行う。
【０００４】
　なお、ピットの深さ、トラックの深さ、および記録材料膜の厚さは、光ディスク基材の
厚さに比べて小さい。このため、光ディスクにおいてデータが記録されている部分は、２
次元的な面を構成しており、「情報記録面」と称される場合がある。本明細書では、この
ような情報記録面が深さ方向にも物理的な大きさを有していることを考慮し、「情報記録
面」の語句を用いる代わりに、「情報記録層（information storage layer）」の語句を
用いることとする。光ディスクは、このような情報記録層を少なくとも１つ有している。
なお、１つの情報記録層が、現実には、相変化材料層や反射層などの複数の層を含んでい
てもよい。
【０００５】
　記録可能な光ディスクにデータを記録するとき、または、このような光ディスクに記録
されているデータを再生するとき、光ビームが情報記録層における目標トラック上で常に
所定の集束状態となる必要がある。このためには、「フォーカス制御」および「トラッキ
ング制御」が必要となる。「フォーカス制御」は、光ビームの焦点（集束点）の位置が常
に情報記録層上に位置するように対物レンズの位置を情報記録層の法線方向（以下、「基
板の深さ方向」と称する。）に制御することである。一方、トラッキング制御とは、光ビ
ームのスポットが所定のトラック上に位置するように対物レンズの位置を光ディスクの半
径方向（以下、「ディスク径方向」と称する。）に制御することである。
【０００６】
　近年、高密度・大容量の記録媒体として、ＤＶＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＡＭ、ＤＶＤ－
ＲＷ、ＤＶＤ－Ｒ，＋ＲＷ，＋Ｒ等の光ディスクが実用化されている。これらの光ディス
クに対応した光ディスク装置では、開口数（ＮＡ）０．６の光学レンズ（対物レンズ）を
用いている。さらなる高密度化・大容量化を行うために、例えばＢＤ（Ｂｌｕ－ｒａｙ　
Ｄｉｓｃ）等の次世代光ディスクが開発され、実用化されつつある。このような次世代光
ディスクに対しては、ＮＡ０．８以上の光学レンズの採用が検討されている。このような
光ディスク装置の従来例は、例えば特許文献１に開示されている。
【０００７】
　特許文献１は、光ディスクを照射するレーザ光の強度に依存してフォーカスエラー信号
（ＦＥ信号）の大きさが変化することと、ＦＥ信号を反射光量で割った「正規化ＦＥ信号
」に基づくフォーカスサーボ制御を開示している。特許文献１によると、再生、記録およ
び消去のそれぞれの動作モードに応じて異なる電気的なオフセットが正規化ＦＥ信号に生
じる。このオフセットは、正規化のための回路系に起因して発生し、再生、記録、消去の
各モードで異なる大きさを有することになる。このオフセットを例えば再生モードで完全
に補正しようとすると、記録および消去モードではオフセットが補償されず、レーザ光の
デフォーカスが発生してしまうことになる。
【０００８】
　特許文献１に開示されているフォーカスサーボ制御では、再生モード時のオフセット量
を基準に他のモードのオフセット量との差分を求め、記録・消去モードでも適切にオフセ
ットを補償することにより、全ての動作モードでデフォーカスの発生を抑制している。
【特許文献１】特開平１１－２７３０９９号公報（段落９～１８、段落３５～５１、図１
～９）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００９】
　上記の従来技術によれば、再生、記録および消去それぞれにおける回路系の電気的なオ
フセットを除去することは可能であるが、再生、記録および消去の各モードで最適なフォ
ーカス位置が異なる場合には適切に対応できない。
【００１０】
　本発明者の検討によると、ＮＡが大きくなると、再生、記録および消去のそれぞれのモ
ードで最適なフォーカス位置が相互に異なることがわかった。この原因については、後述
するが、従来の光ディスク装置は、動作モードに応じてレーザ光のフォーカス位置を最適
な位置に変化させることは行われていなかった。
【００１１】
　また、再生から記録、または再生から消去へ動作モードを切り替える時、単純にフォー
カス位置を切り替えるとともに、レーザ光の強度を変化させると、信頼性の高いフォーカ
ス制御が行えないこともわかった。
【００１２】
　本発明は上記に鑑みてなされたものであって、その主たる目的は、再生から記録、また
は再生から消去へ動作モードを切り替える時、記録開始時または消去開始時に信頼性の高
い動作を実行することができる光ディスク装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明の光ディスク装置は、光ビームを生成する光源と、前記光ビームを集束させる対
物レンズと、光ディスクに対して前記対物レンズを移動させるアクチュエータと、前記光
ディスクの情報記録層上における前記光ビームの集束状態に対応したフォーカスエラー信
号を生成する集束状態検出手段と、前記光ビームの目標フォーカス位置を示す情報と前記
フォーカスエラー信号に基づいて、前記光ビームのフォーカス位置を前記目標フォーカス
位置に調節するように前記アクチュエータの動作を制御するフォーカス制御手段とを備え
、再生モードと記録モードとの間での切り替えに応じて、前記光ビームの目標フォーカス
位置の変更を行う。
【００１４】
　好ましい実施形態において、前記光ビームの目標フォーカス位置は、前記再生モードに
おける第１の目標フォーカス位置および前記記録モードにおける第２目標フォーカス位置
を含み、前記フォーカス制御手段は、前記光ビームのフォーカス位置を、前記再生モード
においては前記第１目標フォーカス位置に調節し、前記記録モードにおいては前記第２目
標フォーカス位置に調節する。
【００１５】
　好ましい実施形態において、前記光ビームの目標フォーカス位置は、消去モードにおけ
る第３の目標フォーカス位置を含み、前記フォーカス制御手段は、前記消去モードにおい
て、前記光ビームのフォーカス位置を前記第３目標フォーカス位置に調節する。
【００１６】
　好ましい実施形態において、前記再生モードと前記記録モードとの間の切り替えに応じ
て前記目標フォーカス位置の変更を行なうとき、前記目標フォーカス位置の変更のタイミ
ングとは異なるタイミングで前記光ビームの光量を切り替える。
【００１７】
　好ましい実施形態において、前記光ビームの目標フォーカス位置を規定するフォーカス
位置情報を変更するフォーカス位置変更手段と、前記光ビームの光量を切り替える光ビー
ム光量切り替え手段とを備え、前記フォーカス位置変更手段は、再生モードと記録モード
との間での切り替えに応じて、前記光ビームの光量を切り替えるタイミングとは異なるタ
イミングで新しいモードに対するフォーカス位置情報を出力する。
【００１８】
　好ましい実施形態において、前記光ビーム光量切り替え手段が前記光ビームの光量を再
生用から記録用または消去用に切り替えるとき、前記フォーカス位置変更手段は、前記フ
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ォーカス位置情報を再生用から記録用または消去用に切り替え、前記光ビーム光量切り替
え手段は、前記フォーカス位置情報の切り替えの後に、前記光ビームの光量を切り替える
。
【００１９】
　好ましい実施形態において、前記フォーカス位置変更手段は、再生用フォーカス位置を
保存する第１保存部と、前記記録用フォーカス位置に対する再生用フォーカス位置の第１
差分量を保存する第２保存部と、前記消去用フォーカス位置に対する再生用フォーカス位
置の第２差分量を保存する第３保存部とを備え、前記再生用のフォーカス位置情報を出力
するとき、前記再生用フォーカス位置を出力し、前記記録用のフォーカス位置情報を出力
するとき、前記再生用フォーカス位置に前記第１差分量を加算して出力し、前記消去用の
フォーカス位置情報を出力するとき、前記再生用フォーカス位置に前記第２差分量を加算
して出力する。
【００２０】
　好ましい実施形態において、前記第１差分量および前記第２差分量は、光ディスクの記
録特性に応じて異なる値を有する。
【００２１】
　好ましい実施形態において、前記第１差分量および前記第２差分量は、光ディスクに記
録されている情報に基づいて更新される。
【００２２】
　好ましい実施形態において、回路オフセット除去部をさらに備え、前記回路オフセット
除去部は、前記再生モードと記録モードとの間での切り替えに応じて発生する回路オフセ
ット量を前記フォーカス制御手段に出力する。
【００２３】
　好ましい実施形態において、前記フォーカス位置変更手段がフォーカス位置情報を変更
した後、前記光ビームの光量が切り替わる前に、記録目的位置に前記対物レンズを移動さ
せる。
【００２４】
　好ましい実施形態において、前記光ビームの目標フォーカス位置を規定するフォーカス
位置情報を変更するフォーカス位置変更手段と、前記フォーカス位置情報を光ディスク装
置の外部から取得するフォーカス位置情報取得部とを備える。
【００２５】
　好ましい実施形態において、前記フォーカス位置情報取得部は、前記光ディスクに記録
されているデータから前記フォーカス位置情報を取得する。
【００２６】
　好ましい実施形態において、前記フォーカス位置情報取得部は、インターネットまたは
電波による基地局からの配信により前記フォーカス位置情報を取得する。
【００２７】
　好ましい実施形態において、前記光ビームの目標フォーカス位置を規定するフォーカス
位置情報を変更するフォーカス位置変更手段を備え、前記目標フォーカス位置を学習によ
って決定する。
【００２８】
　好ましい実施形態において、前記光ディスクの情報記録層を論理的に初期化する初期化
手段を具備し、前記初期化手段によって前記光ディスクの情報記録層を初期化する際に、
前記学習によって決定した目標フォーカス位置情報を前記光ディスクに保存する。
【００２９】
　本発明の光ディスクは、再生モードおよび記録モードで相互に異なる目標フォーカス位
置を示す情報を記録している。
【００３０】
　本発明の光ディスク装置の駆動方法は、光ビームを生成する光源と、前記光ビームを集
束させる対物レンズと、光ディスクに対して前記対物レンズを移動させるアクチュエータ
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と、前記光ディスクの情報記録層上における前記光ビームの集束状態に対応したフォーカ
スエラー信号を生成する集束状態検出手段と、前記光ビームの目標フォーカス位置を示す
情報と前記フォーカスエラー信号に基づいて、前記光ビームのフォーカス位置を前記目標
フォーカス位置に調節するように前記アクチュエータの動作を制御するフォーカス制御手
段とを備える光ディスク装置の駆動方法であって、再生モードと記録モードとの間で切り
替えを行うとき、前記光ビームの目標フォーカス位置を再生モードにおける値と記録モー
ドにおける値との間で切り替えるステップと、前記光源が生成する光ビームの光量を再生
モードにおける値と記録モードにおける値との間で切り替えるステップとを包含する。
【００３１】
　本発明の電子部品は、光ビームを生成する光源と、前記光ビームを集束させる対物レン
ズと、光ディスクに対して前記対物レンズを移動させるアクチュエータと、前記光ディス
クの情報記録層上における前記光ビームの集束状態に対応したフォーカスエラー信号を生
成する集束状態検出手段と、前記光ビームの目標フォーカス位置を示す情報と前記フォー
カスエラー信号に基づいて、前記光ビームのフォーカス位置を前記目標フォーカス位置に
調節するように前記アクチュエータの動作を制御するフォーカス制御手段とを備える光デ
ィスク装置を駆動するプログラムを内蔵する電子部品であって、前記プログラムは、再生
モードと記録モードとの間で切り替えを行うとき、前記光ビームの目標フォーカス位置を
再生モードにおける値と記録モードにおける値との間で切り替えるステップと、前記光源
が生成する光ビームの光量を再生モードにおける値と記録モードにおける値との間で切り
替えるステップとを前記光ディスク装置に実行させる。
【発明の効果】
【００３２】
　本発明によれば、再生時の読み取り性能および記録時の書き込み性能が、それぞれ、最
適となる位置に光ビームのフォーカス位置が調節され得るため、信頼性の高い光ディスク
装置を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３３】
　光ディスク装置における対物レンズのＮＡが大きくなると、再生、記録および消去のそ
れぞれの動作モードで最適なフォーカス位置が相互に異なることを説明する。
【００３４】
　図１３は、２層の情報記録層を有するＢＤについて求めたフォーカス（ＦＣ）位置と再
生状態との関係、およびフォーカス位置と記録状態との関係を示すグラフである。再生状
態の評価は再生信号のジッターにより行い、記録状態の評価は同一レベルの再生信号を得
るために必要な記録用レーザ光のパワー（記録ＬＤパワー）により行った。
【００３５】
　測定に用いたＢＤでは、再生状態が最適化されるフォーカス位置は基準点から０．０４
５μｍの距離にあり、記録状態が最適化させるフォーカス位置は基準点から０．０９０μ
ｍの距離にある。すなわち、両者の間には、０．０４５μｍの差が存在している。このよ
うな場合において、再生状態が最適化されるフォーカス位置でデータ記録を行うと、レー
ザ光のパワーを１２ｍＷ程度に設定する必要がある。しかし、記録状態を最適化するフォ
ーカス位置でデータの記録を行うと、記録に必要なレーザ光のパワーを１０ｍＷ程度に低
下させることが可能である。記録レーザ光のパワーが２割程度も低減できれば、ＢＤ用の
レーザ光源として用いられる青紫半導体レーザの負担を軽減し、その寿命を延ばす効果を
もたらす。青紫半導体レーザは、ＧａＮ系半導体から形成され、より波長の長い半導体レ
ーザに比べて信頼性や寿命に改善の余地がある。このため、データ記録時のパワーを低減
できることは、光ディスク装置の信頼性を高める上で重要な貢献をもたらす。
【００３６】
　更に、データ記録時におけるフォーカス位置の最適化は、記録層に形成されるマークの
形状や大きさを適切なものとする効果もある。マークの形状が劣化すると、光ディスク上
で隣接するトラック間で信号のクロストークが発生し、再生性能を劣化させることになる
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が、フォーカス位置の最適化により、このような劣化を低減する効果も得られる。
【００３７】
　このように再生モードと他のモードとの間でフォーカス位置を変化させることによる効
果は、ＮＡが高く、焦点距離が短い光学系を採用する場合に顕著であり、ＤＶＤ用の光デ
ィスク装置では、そのような効果は特に重要ではなかったと考えられる。
【００３８】
　以下、図面を参照しながら、本発明による光ディスク装置の実施形態を説明する。なお
、本実施形態によって本発明が限定されるものではない。
【００３９】
　（実施形態１）
　図１から図３、および図１２を参照しながら、本発明による光ディスク装置の第１の実
施形態を説明する。まず、図１を参照する。図１は、本実施形態の光ディスク装置を示す
ブロック図である。
【００４０】
　本実施形態の光ディスク装置は、図１に示すように、情報担体である光ディスク２０の
情報記録層に光ビームを集束する対物レンズ１と、情報記録層と略垂直な方向に対物レン
ズ１を移動させるフォーカスアクチュエータ２と、レーザビームを生成する半導体レーザ
などの光源３と、光ディスク２０からの反射光を受け、反射光の光量に応じた光電流を生
成する受光部４と、光電流を電圧信号に変換するプリアンプ６とを備えている。
【００４１】
　光源３から放射された光ビームは、対物レンズ１によって収束され、光ディスク２０に
光ビームスポットを形成する。光ディスク２０の情報記録層によって反射された光ビーム
は、対物レンズ１を通って、４つの領域に分割された受光部４を照射する。受光部４は、
分割された各々の領域で検出した光量に応じた大きさの光電流を生成し、プリアンプ６へ
出力する。プリアンプ６は、Ｉ／Ｖ変換器により、入力された光電流を電圧信号に変換す
る。プリアンプ６から出力される電圧信号は、フォーカスエラー生成器７および光量検出
器１１に送られる。
【００４２】
　受光部４は、図１２に示されるように、４つの領域Ａ、Ｂ、ＣおよびＤに分割されてい
る。プリアンプ６は、Ｉ／Ｖ変換器５を含んでおり、４つの領域Ａ、Ｂ、ＣおよびＤにそ
れぞれ接続された４つのＩ／Ｖ変換器５ａ、５ｂ、５ｃおよび５ｄを備えている。受光部
４の領域Ａ、Ｂ、ＣおよびＤで検出された光量は、それぞれ、Ｉ／Ｖ変換器５ａ、５ｂ、
５ｃおよび５ｄの出力に相当する。Ｉ／Ｖ変換器５は、光量に対応する大きさの電圧信号
を生成する。
【００４３】
　本実施形態の光ディスク装置は、更に、情報記録層上における光ビームの集束状態に対
応したフォーカスエラー信号を生成するフォーカスエラー生成器７と、光ディスク２０か
らの反射光の量を検出する光量検出器１１と、フォーカスエラー信号を反射光量により正
規化し、正規化フォーカスエラー信号を生成するフォーカスエラー正規化回路１２とを備
えている。
【００４４】
　フォーカスエラー生成器７は、集束状態検出手段として機能し、光ビームの焦点位置と
光ディスク２０の情報記録層との距離に対応するフォーカスエラー信号を生成する。フォ
ーカスエラー生成器７は、Ｉ／Ｖ変換器５ａ、５ｂ、５ｃ、および５ｄから出力された電
圧信号を受け取り、以下の演算を実行する。簡単のため、Ｉ／Ｖ変換器５ａ、５ｂ、５ｃ
、および５ｄから出力された電圧信号を、それぞれ、Ｖ５ａ、Ｖ５ｂ、Ｖ５ｃ、およびＶ
５ｄと表記することにする。この場合、フォーカスエラー生成器７は、（Ｖ５ａ＋Ｖ５ｃ
）－（Ｖ５ｂ＋Ｖ５ｄ）の演算を行い、その演算結果を非点収差法によるフォーカスエラ
ー信号として出力する。
【００４５】
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　光量検出器１１は、光ディスク２０によって反射された光ビームの光量に応じた大きさ
の反射光量信号を生成する。具体的には、光量検出器１１は、Ｉ／Ｖ変換器５ａ、５ｂ、
５ｃ、および５ｄが出力する電圧信号を受け取り、Ｖ５ａ＋Ｖ５ｃ＋Ｖ５ｂ＋Ｖ５ｄの演
算を行い、その演算結果を反射光量信号として出力する。
【００４６】
　フォーカスエラー正規化回路１２は、フォーカスエラー生成器７から出力されたフォー
カスエラー信号を、光量検出回路１１から出力された反射光量信号に基づき正規化する。
すなわち、フォーカスエラー信号／反射光量信号の演算を行い、その演算結果を正規化フ
ォーカスエラー信号（正規化ＦＥ信号）として出力する。
【００４７】
　本実施形態の光ディスク装置は、更に、正規化ＦＥ信号に含まれる回路オフセットを除
去する回路オフセット除去部１３と、正規化フォーカス制御の目標フォーカス位置を変更
するフォーカス位置変更部１５と、正規化ＦＥ信号に対するフィルタ演算を行うフォーカ
ス制御部１７とを備えている。
【００４８】
　回路オフセット除去部１３は、正規化ＦＥ信号に含まれる回路オフセットを相殺するた
めのオフセットを正規化ＦＥ信号に与える。オフセットの大きさは、マイクロコンピュー
タ８の指令に基づき、記録モード、再生モード、および消去モードのそれぞれにとって適
切な値に設定される。
【００４９】
　フォーカス位置変更部１５は、再生モードから記録または消去モードに切り替える際に
、マイクロコンピュータ８の指令に従い、フォーカスエラー正規化回路１２から出力され
た正規化ＦＥ信号にフォーカス位置変更量を加算する。
【００５０】
　フォーカス位置変更部１５は、制御目標切り替え手段の１段階目部分として機能し、回
路オフセット除去部１３は、制御目標切り替え手段の２段階目部分として機能する。オフ
セット調整後の正規化ＦＥ信号は、フォーカス制御部１７で位相補償、ゲイン補償などの
フィルタ演算の処理を受け、その後、フォーカスアクチュエータ駆動回路９に入力される
。
【００５１】
　フォーカス制御部１７は、光ビームのフォーカス位置を目標フォーカス位置に調節する
ようにフォーカスアクチュエータ２の動作を制御する。より具体的には、フォーカスアク
チュエータ駆動回路９を介してフォーカスアクチュエータ２の動作を制御する。その結果
、対物レンズ１を光ディスク２０の情報記録層に対して略垂直な方向に移動させ、光ディ
スク２０の情報記録層上に形成される光ビームスポットが所定の収束状態となるようにす
る。フォーカスアクチュエータ駆動回路９は、フォーカスアクチュエータ２に対して駆動
信号（例えば電圧信号）を送出する。この駆動信号に応じて、フォーカスアクチュエータ
２が対物レンズ１の位置を変化させる。
【００５２】
　本実施形態の光ディスク装置は、更に、光ディスク２０を回転させるディスクモータ１
０やマイクロコンピュータ８を備えている。マイクロコンピュータ８は、回路オフセット
除去部１３、光量変更部１４、フォーカス位置変更部１５、およびフォーカス制御部１７
を制御する。光ビーム光量切り替え手段として機能する光量変更部１４は、マイクロコン
ピュータ８の指令に従い光源３の光量を変化させる。
【００５３】
　次に、図１とともに図２を参照しつつ、再生モードから記録モードに切り替える際の動
作を詳細に説明する。
【００５４】
　図２（ａ）は、再生、ビームスポットの移動、および、記録の各動作時の光ディスク２
０の情報記録層２９と対物レンズ１との位置関係を模式的に示す断面図であり、図２（ｂ
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）～（ｆ）は、これらの各動作に関連する信号の波形を示す図である。
【００５５】
　再生モードのとき、図２（ａ）に示すように、対物レンズ１は光ディスク２０に相対的
に近い位置にある。このとき、正規化ＦＥ信号は、図２（ｂ）に示すよう波形を有してい
る。フォーカス位置変更部１５は、マイクロコンピュータ８の指令に従って、再生性能が
最も良いフォーカス位置（再生用フォーカス位置）を選択している。図２（ｃ）は、再生
用フォーカス位置に対応する信号を示している。
【００５６】
　なお、ＦＥ信号および反射光量信号には、本来検出すべき信号とは別に回路系の電気的
なオフセットが含まれている。この回路系の電気的なオフセットによる影響を除去するた
めに、再生モードでは、マイクロコンピュータ８の指令に従い、回路オフセット除去部１
３が再生用のオフセットを選択し、光量変更部１４は、再生用の光量を選択している。回
路オフセット除去部１３の出力は、図２（ｄ）に示され、光量変更部１４の出力は、図２
（ｆ）に示されている。なお、図２（ｅ）は、図１のフォーカス制御部１７に入力される
信号の波形を示している。
【００５７】
　記録開始直前のタイミングｔ１において、マイクロコンピュータ８は、フォーカス位置
変更部１５に対し、記録用フォーカス位置を選択するように指令を出力する。この結果、
図２（ｃ）に示すように、フォーカス位置変更部１５の出力が変化する。これにより、図
２（ａ）に示すように、対物レンズ１の位置が再生用フォーカス位置から記録用フォーカ
ス位置に移動する。すなわち、情報記録層２９に対する光ビームの焦点位置も、再生用フ
ォーカス位置から記録用フォーカス位置に移動する。このとき、フォーカス制御部１７は
、図２（ｅ）に示すように、フォーカス制御部入力が略０となるようにフィードバック制
御を行っている。このため、フォーカス制御部入力は、タイミングｔ１の前後で略０であ
るが、正規化ＦＥ信号は、図２（ｂ）に示すように、タイミングｔ１の前後で、再生用フ
ォーカス位置と記録用フォーカス位置の差の分だけずれる。
【００５８】
　次に、マイクロコンピュータ８は、光ビームスポットの位置を情報記録層２９上の目標
トラックまで移動させる。そして、記録開始と同時に、光量変更部１４および回路オフセ
ット除去部１３に対して記録用の設定に変更するよう指令を出力する。
【００５９】
　光量変更部１４は、マイクロコンピュータ８の指令に従い、図２（ｆ）に示すようにタ
イミングｔ２で光源３が放射する光ビームの光量を再生用の設定値から記録用の設定値に
増加させる。光ビームの光量が増加すると、正規化ＦＥ信号に含まれる回路オフセットが
変動する。このため、図２（ｄ）に示すように、回路オフセット除去部１３は、マイクロ
コンピュータ８の指令に従い光ビームの光量の変更と同時に回路オフセット量を再生用か
ら記録用に切り替える。このとき、図２（ａ）に示すように、対物レンズ１の位置は記録
開始前後（タイミングｔ２の前後）で変化しない。その結果、記録開始の直後から安定し
たフォーカス位置で記録が可能となる。
【００６０】
　本実施形態によれば、図２（ｅ）からわかるように、フォーカス制御部入力がタイミン
グｔ２でフォーカス制御に対してステップ入力となっていないため、フォーカス制御によ
るオーバーシュートも発生しない。
【００６１】
　「ｔ２－ｔ１」で示される期間は、対物レンズ１の光軸方向の移動に際してフォーカス
アクチュエータ２のバネ振動が充分に減衰するように設定される。ｔ２－ｔ１は、例えば
１０ｍ秒以上１０００ｍ秒以下の範囲内に設定される。
【００６２】
　次に、図３のフローチャートを参照して、モード切り替えの手順を説明する。
【００６３】
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　再生モードから記録モードに切り替える際、まず、図３に示すステップＳ１にて、マイ
クロコンピュータ８がフォーカス位置変更部１５に対しフォーカス位置を再生用から記録
用に切り替えるように指令を出力する。その結果、フォーカス位置変更部１５はフォーカ
ス位置を再生用から記録用に切り替える（タイミングｔ１）。
【００６４】
　次に、ステップＳ２にて、光ビームの焦点が情報記録層２９上の目的のトラックに移動
するようにマイクロコンピュータ８が指令する。ステップＳ３では、光ビームの焦点が目
的のトラックに到達すると同時に、光量変更部１４に対し光源３から出力される光量を再
生用から記録用に切り替えるようマイクロコンピュータ８が指令し、記録が開始される（
タイミングｔ２）。
【００６５】
　ステップＳ４では、回路オフセット除去部１３に対し、回路オフセット量を再生用から
記録用に切り替えるよう指令する。これにより、記録開始直後（タイミングｔ２直後）の
フォーカス制御も安定し、記録開始直後から信頼性の高い信号を光ディスク２０に記録す
ることが可能となる。
【００６６】
　なお、再生モードから消去モードに切り替える際の動作も、再生モードから記録モード
に切り替える際の動作と同様である。記録モードと消去モードを分けず、共通としてもよ
い。
【００６７】
　このように本実施形態によれば、記録開始時に発生するフォーカス位置ずれの発生を抑
えつつ、記録性能の最も良いフォーカス位置で記録、または消去が可能となる。このため
、信頼性の高い読み取り性能と、信頼性の高い信号品質の記録性能および消去性能との両
立が可能になる。
【００６８】
　なお、フォーカス位置変更部１５の記録用フォーカス位置および消去用フォーカス位置
を、再生用フォーカス位置基準で出力する構成にすることにより、フォーカス位置変更部
１５によるフォーカス位置の校正が再生フォーカス位置のみでよくなり、校正処理の単純
化および高速化が可能となる。
【００６９】
　次に、図４を参照しながら、フォーカス位置変更部１５の構成を詳細に説明する。図４
はフォーカス位置変更部の詳細を示すブロック図である。
【００７０】
　フォーカス位置変更部１５は、図４に示すように、再生用フォーカス位置保存部３０、
記録用フォーカス位置加算量保存部３１、および消去用フォーカス位置加算量保存部３２
を備えている。これらは、１つのメモリの異なる領域であってもよい。
【００７１】
　再生用フォーカス位置保存部３０は、再生に最適なフォーカス位置である再生用フォー
カス位置を保存する。記録用フォーカス位置加算量保存部３１は、記録に最適なフォーカ
ス位置である記録用フォーカス位置と再生用フォーカス位置の差分量を保存する。消去用
フォーカス位置加算量保存部３２は、消去に最適なフォーカス位置である消去用フォーカ
ス位置と再生用フォーカス位置の差分量を保存する。これらの差分量の絶対値は、例えば
、０～０．２μｍ程度の大きさになる。
【００７２】
　再生時、フォーカス位置変更部１５のＳＷ１およびＳＷ２はオフ状態であり、再生用フ
ォーカス位置保存部３０の保存量である再生用フォーカス位置がフォーカス位置変更部１
５から出力される。
【００７３】
　記録時、フォーカス位置変更部１５のＳＷ１はオン状態、ＳＷ２はオフ状態であり、再
生用フォーカス位置保存部３０の保存量である再生用フォーカス位置と記録用フォーカス
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位置加算量保存部３１の保存量が加算され、記録用フォーカス位置として、フォーカス位
置変更部１５から出力される。
【００７４】
　消去時、フォーカス位置変更部１５のＳＷ１はオフ状態、ＳＷ２はオン状態であり、再
生用フォーカス位置保存部３０の保存量である再生用フォーカス位置と消去用フォーカス
位置加算量保存部３２の保存量が加算され、消去用フォーカス位置として、フォーカス位
置変更部１５から出力される。ここで、記録用フォーカス位置加算量保存部３１と消去用
フォーカス位置加算量保存部３２の片側を省略し、共通のフォーカス位置加算量保存部と
してもよい。
【００７５】
　これにより、再生用フォーカス位置保存部３０の保存量である再生用フォーカス位置を
校正するだけで、再生用フォーカス位置の変化に連動して記録用フォーカス位置および消
去用フォーカス位置を規定し、フォーカス位置の校正処理を高速に実行することが可能と
なる。
【００７６】
　再生性能が最適となるフォーカス位置と記録性能が最適となるフォーカス位置の関係は
、光ディスク２０を生成する材料および構成により変化するため、材料または構成が異な
る光ディスク毎に記録用フォーカス位置加算量保存部３１の保存量、および消去用フォー
カス位置加算量保存部３２の保存量を切り替えてもよいし、代表的な光ディスク２０で調
整した固定値としてもよい。
【００７７】
　光ディスク２０がＢＤの場合、記録性能が最適となるフォーカス位置は、再生性能が最
適となるフォーカス位置に関して０～０．２μｍ程度は光ディスク２０の光入射側表面に
近い。このような最適なフォーカス位置の変更を、本実施形態では、フォーカス制御部１
７に入力する正規化ＦＥ信号の補正により、実行している。このため、ソフトウェアプロ
グラムの変更により、フォーカス位置の修正を実行することが容易である。
【００７８】
　なお、光ディスク２０の情報記録層２９上のウォブル（トラックの蛇行）、ピット（窪
み）の情報から光ディスク２０の材料および構成が異なることを間接的に検出し、記録用
フォーカス位置加算量保存部３１の保存量、および消去用フォーカス位置加算量保存部３
２の保存量を切り替えてもよい。例えば、一般的な書き換え可能な光ディスクは、内周の
ディスク情報エリアにウォブルまたは、ピット情報でそのディスクに書き込むときの代表
的な記録波形（ライトストラテジ）が保存されており、この保存された記録波形を検出す
ることでディスクを特定し、そのディスク用に予め決めておいた記録用フォーカス位置加
算量保存部３１の保存量、および消去用フォーカス位置加算量保存部３２の保存量に切り
替えるように構成する。これにより、光ディスク２０を生成する材料および構成が変わっ
た場合でも適切にかつ、高速に記録用フォーカス位置、および消去用フォーカス位置を設
定することができる光ディスク装置を提供することが可能となる。
【００７９】
　また、光量変更部１４による光源３から出力される光ビームの光量変化に連動し、プリ
アンプ６内部のＩ／Ｖ変換器５の変換ゲインを変化させる構成としてもよい。これにより
、プリアンプ６の出力信号を所定の範囲に制限することが可能となり、Ｄ／Ａ変換器など
の検出可能範囲の低減が可能となる。または、アナログ回路の駆動電圧を低く設計するこ
とが可能となり、低コスト化や省電力化が可能な光ディスク装置を提供できる。
【００８０】
　（実施形態２）
　次に、図５および図６を参照しながら、本発明による光ディスク装置の第２の実施形態
を説明する。
【００８１】
　まず、図５を参照する。図５は、本実施形態に係る光ディスク装置を示すブロック図で
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ある。図５において、実施形態１の光ディスク装置と共通する構成要素に対しては同一の
参照符号を付し、その説明を省略する。
【００８２】
　本実施形態の光ディスク装置は、図５に示すように、ＲＦ信号検出器２５、ＲＦ信号デ
コード部２６、および、フォーカス位置情報取得部２７を備えている。
【００８３】
　ＲＦ信号検出器２５は、光ディスクの情報記録層に記録されている情報であるＲＦ信号
を検出する。ＲＦ信号デコード部２６は、ＲＦ信号をデコードし、情報に変換する。フォ
ーカス位置情報取得部２７は、記録用および消去用のフォーカス位置の片方、または両方
を取得し、記録用および消去用のフォーカス位置を更新する。
【００８４】
　次に、図６を参照する。図６は、フォーカス位置情報取得部２７とフォーカス位置変更
部１５の詳細を示すブロック図である。
【００８５】
　図６に示すように、再生用フォーカス位置保存部３０は、再生に最適なフォーカス位置
である再生用フォーカス位置を保存する。記録用フォーカス位置加算量保存部３１は、記
録に最適なフォーカス位置である記録用フォーカス位置と再生用フォーカス位置の差分量
を保存する。消去用フォーカス位置加算量保存部３２は、消去に最適なフォーカス位置で
ある消去用フォーカス位置と再生用フォーカス位置の差分量を保存する。
【００８６】
　再び図５を参照する。
【００８７】
　光源３によって生成された光ビームは、対物レンズ１によって収束され光ビームスポッ
トを光ディスク２０の情報記録層上に形成する。この光ビームスポットの光ディスク２０
からの反射光は、再び対物レンズ１を介して受光部４を照射する。受光部４、プリアンプ
６、フォーカスエラー生成器７、光量検出器１１、フォーカスエラー正規化回路１２、フ
ォーカス制御部１７、対物レンズ１、フォーカスアクチュエータ駆動回路９、および、フ
ォーカスアクチュエータ２の動作は、実施形態１について説明した通りである。
【００８８】
　ＲＦ信号検出器２５は、Ｉ／Ｖ変換器５ａ、５ｂ、５ｃ、および５ｄから出力された電
圧信号に基づいて、Ｖ５ａ＋Ｖ５ｃ＋Ｖ５ｂ＋Ｖ５ｄの演算を行う。このとき、使用する
周波数帯域より低い周波数の信号（例えば、５０ＫＨｚ以下の信号）を除去することによ
り、ＲＦ信号を生成する。
【００８９】
　ＲＦ信号デコード部２６は、ＲＦ信号を受け取り、２値化およびエラー訂正処理を行っ
た後、ＲＦ信号をディジタル情報に変換する。フォーカス位置情報取得部２７は、マイク
ロコンピュータ８の指令に従い、ＲＦ信号デコード部２６から出力されるディジタル情報
に含まれるフォーカス位置情報を取得する。そして、この情報に基づき、フォーカス位置
変更部１５の記録時および消去時のフォーカス位置変更量を更新する。
【００９０】
　次に、再び図６を参照する。
【００９１】
　フォーカス位置情報取得部２７は、マイクロコンピュータ８のフォーカス位置情報取得
指令に従い、ＲＦ信号デコード部２６からフォーカス位置情報を取得する。そして、フォ
ーカス位置変更部１５に含まれる記録用フォーカス位置加算量保存部３１の記録用フォー
カス位置加算量と、消去用フォーカス位置加算量保存部３２の消去用フォーカス位置加算
量を更新する。ここで、記録用と消去用のフォーカス位置は簡易化のため１つにまとめて
もよい。
【００９２】
　図６に示されるように、再生時、フォーカス位置変更部１５のＳＷ１およびＳＷ２はオ
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フ状態であり、再生用フォーカス位置保存部３０の保存量である再生用フォーカス位置が
、フォーカス位置変更部１５から出力される。
【００９３】
　記録時、フォーカス位置変更部１５のＳＷ１はオン、ＳＷ２はオフ状態であり、再生用
フォーカス位置保存部３０の保存量である再生用フォーカス位置と記録用フォーカス位置
加算量保存部３１の保存量が加算され、記録用フォーカス位置として、フォーカス位置変
更部１５から出力される。
【００９４】
　消去時、フォーカス位置変更部１５のＳＷ１はオフ、ＳＷ２はオン状態であり、再生用
フォーカス位置保存部３０の保存量である再生用フォーカス位置と消去用フォーカス位置
加算量保存部３２の保存量が加算され、消去用フォーカス位置として、フォーカス位置変
更部１５から出力される。ここで、記録用フォーカス位置加算量保存部３１と消去用フォ
ーカス位置加算量保存部３２の片側を省略し、共通のフォーカス位置加算量保存部として
もよい。
【００９５】
　これにより、記録用または消去用フォーカス位置は、更新用データが記録された光ディ
スクを用いることにより、随時、最新情報に更新が可能となる。光ディスク装置提供者は
、新たに現れた光ディスクに対しても、更新用データを記録した光ディスクを提供するこ
とで、対応可能となる光ディスク装置を提供することが可能となる。ユーザは、光ディス
ク提供者により提供された更新用データを記録した光ディスクを入手することで、低価格
かつ容易に多くの光ディスクに対応した光ディスク装置に更新することが可能となる。
【００９６】
　（実施形態２の改変例）
　図７は、半導体メモリによる更新が可能な構成を採用するように実施形態２の光ディス
ク装置を改変した光ディスク装置を示すブロック図である。
【００９７】
　図７の光ディスク装置は、半導体メモリ読み込み部３５を備えている。このような構成
を採用することにより、半導体メモリによる記録用または消去用フォーカス位置の更新が
可能となる。
【００９８】
　図７の光ディスク装置では、半導体メモリ読み込み部３５が、マイクロコンピュータ８
の指令に従い、半導体メモリ（不図示）に保存されている情報を読み込む。フォーカス位
置情報取得部２７は、マイクロコンピュータ８の指令に従い、半導体メモリ読み込み部３
５からフォーカス位置情報を取得し、フォーカス位置変更部１５の記録時および消去時の
フォーカス位置変更量を更新する。
【００９９】
　これにより、ユーザのニーズに合った情報媒体で記録用または消去用フォーカス位置を
更新することができ、随時、最新の光ディスクに対応することが可能となる。なお、半導
体メモリ読み込み部３５を、その他の情報媒体読み込み部に置換し、対応する情報媒体に
より記録用または消去用フォーカス位置の更新を行っても良い。
【０１００】
　図８は、他の改変例を示している。
【０１０１】
　図８の光ディスク装置は、インターネット配信受信部３６を備えている。インターネッ
ト配信受信部３６は、マイクロコンピュータ８の指令に従い、インターネットを通して基
地局からの情報を取得する。フォーカス位置情報取得部２７は、マイクロコンピュータ８
の指令に従い、インターネット配信受信部３６からフォーカス位置情報を取得し、フォー
カス位置変更部１５の記録時および消去時のフォーカス位置変更量を更新する。
【０１０２】
　これにより、光ディスクを用いずに記録用または消去用フォーカス位置の更新するこが
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可能となり、記録用または消去用フォーカス位置の更新用の情報媒体が不要になる。なお
、ユーザも、記録用または消去用フォーカス位置の更新用の情報媒体の購入およびその保
管の手間が削減される。
【０１０３】
　図８のインターネット配信受信部３６を、地上波または衛星からの電波を受信する電波
受信部に変更し、電波および電磁波により、記録用または消去用フォーカス位置の更新が
可能な光ディスク装置を提供しても良い。
【０１０４】
　上記のフォーカス位置情報は、他のデータを含む制御データとして、半導体メモリやイ
ンターネットなどから取得することができる。また、このような制御データは、光ディス
ク装置のファームウェアを、他の記録媒体、インターネット、または電波による基地局か
らの配信により取得するとき、そのファームウェアのプログラムとともに取得してもよい
。
【０１０５】
　（実施形態３）
　図９および図１０を参照しながら、本発明による光ディスク装置の第３の実施形態を説
明する。
【０１０６】
　図９は、本実施形態に係る光ディスク装置を示すブロック図である。図９に示すように
、本実施形態の光ディスク装置は、基本フォーカス位置保存部２８を備えている。この基
本フォーカス位置保存部２８は、記録用または消去用フォーカス位置の基本の値を保持す
る。図１０は、基本フォーカス位置保存部２８、フォーカス位置情報取得部２７およびフ
ォーカス位置変更部１５の詳細を示すブロック図である。
【０１０７】
　まず、図９を参照する。基本フォーカス位置保存部２８は、光ディスク装置起動時また
は光ディスク２０投入時などに一度だけ、フォーカス位置変更部１５に記録用および消去
用のフォーカス位置を設定する。
【０１０８】
　光源３によって生成された光ビームは、光ディスク２０の情報記録層に対物レンズ１に
よって収束され光ビームスポットを形成する。この光ビームスポットの光ディスク２０か
らの反射光は再び対物レンズ１を介し受光部４に入力される。受光部４は、４つの領域に
分割されており、それぞれの領域で検出した光量に応じて光電流を生成してプリアンプ６
へ出力する。プリアンプ６は、Ｉ／Ｖ変換器により入力される光電流を電圧信号に変換す
る。変換された各電圧信号はフォーカスエラー生成器７および光量検出器１１に送られる
。
【０１０９】
　受光部４、プリアンプ６、フォーカスエラー生成器７、光量検出器１１、フォーカスエ
ラー正規化回路１２、フォーカス制御部１７、対物レンズ１、フォーカスアクチュエータ
駆動回路９、フォーカスアクチュエータ２、ＲＦ信号検出器２５、ＲＦ信号デコード部２
６、およびフォーカス位置情報取得部２７の構成および動作は、前述の実施形態について
説明したとおりである。
【０１１０】
　次に、図１０を参照しつつ、基本フォーカス位置保存部２８、フォーカス位置情報取得
部２７、およびフォーカス位置変更部１５を説明する。
【０１１１】
　基本フォーカス位置保存部２８は、光ディスク装置起動時または光ディスク２０投入時
などに一度だけ、フォーカス位置変更部１５の記録用フォーカス位置加算量保存部３１お
よび消去用フォーカス位置加算量保存部３２に記録用および消去用のフォーカス位置をそ
れぞれ設定する。
【０１１２】
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　次に、光ディスク２０の情報記録層２９を再生し、情報記録層２９に記録用または消去
用のフォーカス位置情報が保存されていた場合は、フォーカス位置情報取得部２７は、マ
イクロコンピュータ８のフォーカス位置情報取得指令に従い、ＲＦ信号デコード部２６か
らフォーカス位置情報を取得する。そして、フォーカス位置情報取得部２７は、フォーカ
ス位置変更部１５の記録用フォーカス位置加算量保存部３１の記録用フォーカス位置加算
量と、消去用フォーカス位置加算量保存部３２の消去用フォーカス位置加算量を更新する
。ここで、記録用と消去用のフォーカス位置は簡易化のため１つにまとめてもよい。
【０１１３】
　再生時、フォーカス位置変更部１５のＳＷ１およびＳＷ２はオフ状態にあり、再生用フ
ォーカス位置保存部３０の保存量である再生用フォーカス位置がフォーカス位置変更部１
５から出力される。
【０１１４】
　記録時、フォーカス位置変更部１５のＳＷ１オン状態、ＳＷ２はオフ状態にあり、再生
用フォーカス位置保存部３０の保存量である再生用フォーカス位置と記録用フォーカス位
置加算量保存部３１の保存量が加算され、記録用フォーカス位置として、フォーカス位置
変更部１５から出力される。
【０１１５】
　消去時、フォーカス位置変更部１５のＳＷ１はオフ状態、ＳＷ２はオン状態であり、再
生用フォーカス位置保存部３０の保存量である再生用フォーカス位置と消去用フォーカス
位置加算量保存部３２の保存量が加算され、消去用フォーカス位置として、フォーカス位
置変更部１５から出力される。ここで、記録用フォーカス位置加算量保存部３１と消去用
フォーカス位置加算量保存部３２の片側を省略し、共通のフォーカス位置加算量保存部と
してもよい。
【０１１６】
　このようにして、更新用データが記録された光ディスクに対しては、保存されている記
録用および消去用のフォーカス位置情報を用いることができる。このため、記録用および
消去用のフォーカス位置を、光ディスクへの試し書きと再生を繰り返すことにより調整を
行うという動作を行わなくとも最適な量に調整が可能となる。
【０１１７】
　特に書き込みが１度しかできないライトワンスメディアに対しては、記録可能領域の消
耗を伴わないため有効な手段である。このように、試し書きを行わずにディスク個別の最
適な記録用および消去用のフォーカス位置に調整可能な光ディスク装置の提供が可能とな
る。
【０１１８】
　（実施形態４）
　図１１を参照しながら、本発明による光ディスク装置の第４の実施形態を説明する。図
１１は、本実施形態に係る光ディスク装置を示すブロック図である。
【０１１９】
　図１１に示すデータエンコード部３７は、フォーカス位置情報をエンコードし、エラー
訂正情報を追加する。記録波形生成部３８は、データから記録波形を生成し光源をコント
ロールする。
【０１２０】
　基本フォーカス位置保存部２８は、光ディスク装置起動時、または光ディスク２０の投
入時などに一度だけ、フォーカス位置変更部１５に記録用および消去用のフォーカス位置
を設定する。この際、基本フォーカス位置保存部２８は、フォーカス位置を変化させなが
ら光ディスクに対するテスト書き込みを行い、再生信号に基づいて最適なフォーカス位置
を学習によって決定する動作を行っても良い。セットした光ディスクに予めフォーカス位
置情報が記録されている場合は、このような学習動作を行う必要は無い。基本フォーカス
位置保存部２８は、実施形態２における半導体メモリやインターネットから取得した最新
のフォーカス位置情報に基づいてフォーカス位置情報を更新してもよい。
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【０１２１】
　初期化データ生成部３９は、光ディスクの情報記録層を論理的に初期化するためのデー
タを生成する。
【０１２２】
　光源３によって生成された光ビームは、光ディスク２０の情報記録層に対物レンズ１に
よって収束され光ビームスポットを形成する。この光ビームスポットの光ディスク２０か
らの反射光は再び対物レンズ１を介し受光部４に入力される。
【０１２３】
　受光部４は４つの領域に分割されており、それぞれの領域で検出した光量に応じて光電
流を生成してプリアンプ６へ出力する。プリアンプ６は、Ｉ／Ｖ変換器により入力される
光電流を電圧に変換する。変換された各信号はフォーカスエラー生成器７および光量検出
器１１に送られる。
【０１２４】
　受光部４、プリアンプ６、フォーカスエラー生成器７、光量検出器１１、フォーカスエ
ラー正規化回路１２、フォーカス制御部１７、対物レンズ１、フォーカスアクチュエータ
駆動回路９、フォーカスアクチュエータ２の動作については、実施形態１で詳細に説明し
たので、ここでは説明を省略する。
【０１２５】
　マイクロコンピュータ８は、現在の記録用および消去用のフォーカス位置を示す情報を
光ディスク２０に保存するために、データエンコード部３７に対し、フォーカス位置保存
指令を出す。データエンコード部３７は、フォーカス位置変更部１５から記録用および消
去用のフォーカス位置を取得し、取得情報に対し、エンコードおよびエラー訂正情報の追
加を行う。記録波形生成部３８は、データエンコード部３７から保存用データを取得し、
記録波形を生成する。記録波形生成部３８は、生成した記録波形に従って光源３を発光さ
せることにより、現在の記録用および消去用のフォーカス位置を光ディスク２０に保存す
る。
【０１２６】
　ここで、マイクロコンピュータ８は、記録波形生成部３８が光源３を発光させるタイミ
ングと同時に、光量変更部１４に対し、記録用の光量に変更するよう指令を出力する。光
量変更部１４はマイクロコンピュータ８の指令に従い光源３の光量を記録用に変更し、記
録が開始される。
【０１２７】
　これにより、記録および消去を行った際のフォーカス位置情報を光ディスク２０に保存
することが可能となる。このため、記録および消去用フォーカス位置情報が既に記録され
ている光ディスクを用いる場合は、そのような光ディスクを光ディスク装置にセットして
光ディスクから直接にフォーカス位置情報を読み込むことができる。このようにして、光
ディスクからフォーカス位置情報を取得できれば、光ディスクを光ディスク装置にセット
するたびに、光ディスクに対する試し書きと再生を繰り返してフォーカス位置情報を決定
するための動作を行わなくともよくなる。
【０１２８】
　特に書き込みが１度しかできないライトワンス光ディスクの場合、フォーカス位置を決
定するための試し書き（テスト書き込み）を行うと、ユーザデータのための記録領域が消
費され、減少するという問題があるが、本実施形態によれば、そのような問題を回避する
ことが可能になる。このように本実施形態では、試し書き回数を減らす効果を得るだけで
はなく、フォーカス位置情報が記録された光ディスクを用いる場合は、起動処理の簡易化
および起動時間の短縮も可能になる。なお、記録および消去用のフォーカス位置情報は、
別々の値に設定される必要は無く、１つに共通化されていてもよい。
【０１２９】
　なお、マイクロコンピュータ８は、光ディスク２０の初期化を行う際、まず初期化手段
である初期化データ生成部３９に初期化命令を出力する。ここで、初期化とは、光ディス
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ク２０をファイルシステムが使用可能なように必要なデータを書き込む作業のことである
。
【０１３０】
　初期化データ生成部３９は、生成した初期化データをデータエンコード部３７に出力す
る。データエンコード部３７は、取得した初期化データに対し、エンコードおよびエラー
訂正情報の追加を行う。記録波形生成部３８は、データエンコード部３７から処理後の初
期化データを取得し、記録波形を生成する。
【０１３１】
　記録波形生成部３８は、生成した記録波形に従い光源３を発光させることにより、光デ
ィスク２０に現在の記録用および消去用のフォーカス位置を保存する。
【０１３２】
　このようにすることにより、ディスクの初期化に合わせて記録および消去用のフォーカ
ス位置情報の保存を行うため、光ディスク再生中や記録中に記録および消去用のフォーカ
ス位置情報の保存を行うの場合に比べ、比較的簡単に処理を実行できる。
【０１３３】
　なお、記録および消去用のフォーカス位置情報と共に、光ディスク装置の個体識別情報
を追加し記録しても良い。これにより、複数の光ディスク装置で１つの光ディスクを使用
する場合でも、個体識別情報を読み込むことで、複数の記録および消去用のフォーカス位
置情報の中から必要な情報を取り出すことが可能となる光ディスク装置の提供が可能とな
る。
【０１３４】
　なお、記録および消去用のフォーカス位置情報と共に、情報を保存した時刻を追加し記
録しても良い。これにより、複数の記録および消去用のフォーカス位置情報の中から最新
の記録および消去用のフォーカス位置情報を取り出すことが可能となる光ディスク装置の
提供が可能となる。
【０１３５】
　なお、記録および消去用のフォーカス位置情報と共に、情報を保存した時の温度を追加
し記録しても良い。これにより、複数の記録および消去用のフォーカス位置情報の中から
現在の環境温度に最適な記録および消去用のフォーカス位置情報を取り出すことが可能と
なる光ディスク装置の提供が可能となる。
【０１３６】
　なお、本発明の光ディスク装置におけるフォーカス位置情報取得部やフォーカス制御部
などの構成要素は、ハードウェアによって実現されていても良いが、ソフトウェア、また
はハードウェアおよびソフトウェアの組み合わせによって実現されていても良い。
【０１３７】
　本発明は、光ディスク装置の駆動を制御するソフトウェアプログラムの一部を修正する
ことにより、実現することができる。このようなソフトウェアプログラムを内蔵する電子
部品は、光ディスク装置用のプロセッサとして好適に製造し販売され得る。
【産業上の利用可能性】
【０１３８】
　本発明の光ディスク装置では、光ビームの光量を切り替えるタイミングとは異なるタイ
ミングで、フォーカス位置の変更を行うので、記録開始時に発生するフォーカス位置ずれ
の発生を抑えつつ、記録性能の最も良いフォーカス位置で記録または消去が可能となる。
このため、信頼性の高い読み取り性能と、信頼性の高い信号品質の記録性能、および消去
性能を両立させることができる。
【図面の簡単な説明】
【０１３９】
【図１】本発明の実施形態１に係る光ディスク装置を示すブロック図である。
【図２】（ａ）は、光ディスクの情報記録層に対するレーザの焦点と、対物レンズ位置の
関係を示すタイミングチャート、（ｂ）は、正規化ＦＥ信号の変化を示しすタイミングチ
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ャートである、（ｃ）は、フォーカス位置変更部出力の変化を示すタイミングチャート、
（ｄ）は、回路オフセット除去部出力の変化を示すタイミングチャート、（ｅ）は、フォ
ーカス制御部入力の変化を示すタイミングチャート、（ｆ）は、光量変更部出力の変化を
示すタイミングチャートである。
【図３】フォーカス位置変更部、回路オフセットおよび光量変更部の動作を示すフローチ
ャートである。
【図４】フォーカス位置変更部の詳細を示すブロック図である。
【図５】本発明の実施形態２に係る光ディスク装置を示すブロック図である。
【図６】フォーカス位置情報取得部とフォーカス位置変更部の詳細を示すブロック図であ
る。
【図７】本発明の実施形態２に係る光ディスク装置の改変例を示すブロック図である。
【図８】本発明の実施形態２に係る光ディスク装置の他の改変例を示すブロック図である
。
【図９】本発明の実施形態３に係る光ディスク装置を示すブロック図である。
【図１０】基本フォーカス位置保存部、フォーカス位置情報取得部およびフォーカス位置
変更部の詳細を示すブロック図である。
【図１１】本発明の実施形態４に係る光ディスク装置を示すブロック図である。
【図１２】受光部およびＩ／Ｖ変換器を詳細に説明するためのブロック図である。
【図１３】再生モードおよび記録モードで最適フォーカス位置が異なることを示す図であ
る。
【符号の説明】
【０１４０】
　１　　対物レンズ
　２　　フォーカスアクチュエータ
　３　　光源
　４　　受光部
　５　　Ｉ／Ｖ変換器
　６　　プリアンプ
　７　　フォーカスエラー生成器
　８　　マイクロコンピュータ
　９　　フォーカスアクチュエータ駆動回路
　１０　　ディスクモータ
　１１　　光量検出器
　１２　　フォーカスエラー正規化回路
　１３　　回路オフセット除去部
　１４　　光量変更部
　１５　　フォーカス位置変更部
　１７　　フォーカス制御部
　２０　　光ディスク
　２５　　ＲＦ信号検出器
　２６　　ＲＦ信号デコード部
　２７　　フォーカス位置情報取得部
　２８　　基本フォーカス位置保存部
　２９　　情報記録層
　３０　　再生用フォーカス位置保存部
　３１　　記録用フォーカス位置加算量保存部
　３２　　消去用フォーカス位置加算量保存部
　３５　　半導体メモリ読み込み部
　３６　　インターネット配信受信部
　３７　　データエンコード部
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　３８　　記録波形生成部
　３９　　初期化データ生成部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１３】
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